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望 1

車

界

展

清
初
満
語
文
献
史
料
の
現
吠

河

良

弘

内

後
金
図
成
立
以
前
の
批
判
族
(
女
民
族
〉
自
身
の
歴
史
記
録
は
、
彼
等
自
身
に

よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ば
、
わ
ず
か
の
女
岡
山
文
史
料
の
ほ
か
に
は
な

く
、
研
究
を
進
め
る
に
は
明
閣
や
朝
鮮
の
史
料
に
頼
る
ほ
か
な
い
。

し
か
し
ヌ

ル
ハ
チ
が
満
洲
文
字
を
制
定
し
て
以
後
、
満
族
自
身
に
よ
る
記
録
が
飛
腕
的
に

崎
唱
え
、
情
報
量
も
急
激
に
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
尚
文
の
記
録
は
、
満
族
自

身
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
た
め
に
歴
史
・言
語
・文
化
研
究
の
た
め
の
第
-

等
史
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
も
と
づ
く
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
は
日
本
・
ア
メ

リ
カ
・
西
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
等
の
諸
園
で
む
し
ろ
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
中
園
で

は
稀
に
し
か
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
奇
異
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
近
年
、
こ
と
に
文
化
大
革
命
終
息
後
、
満
文
楢
案
や
少
な
か
ら
ぬ
数
の
満
文

檎
案
の
翻
謬
が
公
刊
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
よ
る
澗
族

・
錫
伯
族
の
歴
史
・
文
化
・

言
語
等
に
関
す
る
中
国
人
自
身
に
よ
る
研
究
も
に
わ
か
に
盛
ん
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
涌
文
楢

案
、
存
在
す
ら
知
ら
れ
な
か
っ
た
楢
案
、
減
族
の
古
老
か
ら
採
集
し
た
満
族
の

湖
語
に
よ
る
古
い
民
話
・
侍
読
な
ど
が
設
掘
さ
れ
、
原
本
、
或
は
そ
の
翻
誇
、

或
は
そ
れ
に
基
づ
く
新
し
い
研
究
成
果
が
設
表
さ
れ
、
百
花
斉
放
と
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
言
う
の
か
と
思
わ
れ
る
程
の
盛
況
を
呈
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
新

し
い
知
見
は
、
歴
史
、
言
語
、
文
風午
、
民
俗
、
懇
術
、
民
族
理
論
等
の
各
分
野
に

及
び
、
そ
の
研
究
成
果
の
数
と
水
準
の
高
さ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
感
一
倒
さ
れ
る
ば

か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
史
料
や
新
知
見
の
理
解
な
し
に
、
今
後
清
初
史
と

満
族
史
の
研
究
を
す
す
め
る
の
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
個
々
の
雑
誌
に

設
表
さ
れ
た
論
文
ま
で
含
め
る
と
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
一
九
八

0
年
代
に
新
し
く
設
表
さ
れ
た
漏
文
楢
案
お
よ
び
そ
の
翻

誇
、
満
洲
話
お
よ
び
錫
伯
族
の
語
感
奮
お
よ
び
僻
書
、
満
族
お
よ
び
錫
伯
族
の

歴
史

・
文
化

・
語
皐
に
関
す
る
論
文

・
著
作
お
よ
び
雑
誌
、
研
究
論
文
目
録
な

ど
を
紹
介
し
、
現
時
粘
で
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

清
初
漢
文
指
案
お
よ
び

中
文
滞
初
史
研
究
論
文
は
、
重
要
で
は
あ
る
が
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と
と
し

た。

し
か
し
こ

の
原
則
に
と
ら
わ
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
。
個
々
の
史
料
の

中
に
は
、
内
容
に
立
入
っ
て
紹
介
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
紙
数
制
限
の
た
め
に

内
容
紹
介
を
差
控
え
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
讃
者
の
内
容
理

解
の
震
の

一
助
に
と
思
っ

て
、
目
次
の
み
は
-
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
。

-130ー

〔淵
文
史
料
〕

錫
伯
族
遜
従
考
記
之
宮
駒
込
言
、
丘
町
号

2
2
2
H
R
E
2
E言

nhss

(
シ
ボ
族
が
移
動
し
駐
防
し
た
記
録
)

錫
伯
文
。
安
俊
、
臭
元
盤
、
趨
志
強

者。

新
碩
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
目
次
て
序
文
三
、
本
文
一
一
-

頁
。
木
警
に

つ
い
て
は
加
藤
直
人
氏
が
す
で
に
「
東
洋
療
報
』
第
六
七
谷
第

-
・
二
続
、
ご
一

O
l
一
三

O
頁

2
九
八
五
年
十
二
月
〉
に
く
わ
し
く
紹
介

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
依
援
し
簡
略
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
書

は
中
圏
第

-
歴
史
楢
案
館
の
奥
元
盟
・
越
志
強
雨
氏
が
、
ま
ず
向
指
案
館
の
新

設
見
史
料
に
依
接
し
て
錫
伯
族
の
移
動
に
関
す
る
数
編
の
研
究
論
文
を
中
園
語

で
護
表
さ
れ
、
次
に
そ
の
論
文
に
も
と
づ
き
錫
伯
文
で
錫
伯
族
の
讃
者
向
け
に
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卒
易
に
書
か
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
冒
頭
の
一
軍
は
安
俊
氏
の
執
筆
に
係
る

「
シ
ポ
族
の
名
の
起
源
」
で
、
そ
の
名
の
由
来
を
鮮
卑
に
求
め
て
い
る
。
次
の

章
「
シ
ポ
族
の
移
駐
」
が
前
記
雨
氏
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
、
五
つ
の
節
か
ら

成
っ
て
い
る
。
い
ま
便
宜
上
五
つ
の
節
に
番
放
を
附
け
る
と
、
第
一
節
で
は
、

康
照
三
十
一
年
四
月
、
錫
伯
族
が
コ
ル
チ
ン
か
ら
清
朝
に
進
献
さ
れ
た
後
、
満

洲
上
三
旗
に
編
入
さ
れ
、
チ
チ
ハ
ル
、
ベ
ド
ゥ
ネ
、
ウ
ラ
等
地
に
駐
防
さ
せ
ら

れ
た
「
第
-
次
移
駐
」
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
り
、
第
二
節
で
は
康
照
三
十
八
年

l
四
十
年
、
ベ
ド
?
不
の
錫
伯
族
は
盛
京
へ
、
ウ
ラ
の
錫
伯
は
北
京
ヘ
、
チ
チ

ハ
ル
の
錫
伯
は
フ
フ
ホ
ト
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
「
第
二
次
移
駐
」
に
つ
い
て
、

原
因
、
経
過
な
ど
、
詳
細
な
分
析
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
乾
隆
二
十

九
年
、

錫
伯
族
の
-
部
が
新
彊
の
伊
裂
に
移
駐
さ
せ
ら
れ
た

「
第
三
次
移
駐
」

に
つ
い
て
原
因
、
沿
途
の
経
過
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
節
で
は
嘉
慶
二
十

五
年
、
僻
旦
減
燃
の
開
墾
の
た
め
盛
京
・
吉
林
南
省
内
の
八
旗
満
洲
、
蒙
古
、
漢

軍
の
-
部
が
移
住
さ
せ
ら
れ
た
時
期
に
、
錫
伯
族
も
移
住
し
た
と
し
、
こ
れ
を

「
第
四
次
移
駐
」
と
し
、
前
後
の
経
過
が
述
べ
て
あ
る
。
第
五
節
で
は
乾
隆
一
一
一

十
四
年
四
月
、
盛
京
を
出
愛
し
た
錫
伯
官
兵
が
七
月
雲
南
に
到
着
、
翌
三
十
五

年
撤
兵
し
盛
京
に
防
還
す
る
ま
で
の
綬
線
が
解
説
し
て
あ
る
。
錫
伯
族
が
自
身

の
歴
史
を
淵
源
に
遡
っ
て
書
い
た
笹
系
的
書
物
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
、
か

よ
う
な
書
籍
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
民
族
主
義
的
意
識
の
高
揚

の
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

錫
伯
族
筒
史
包
~ζ

忌
h
R
E
"
な
な
ど
W
H
E
n
p
h
ミ
(
錫
伯
文
)
安
俊
、
呉

元
盟
、
越
士
山
強
著
、
新
騒
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
棺
円
、
一
九
八
五
年
二
月
。

本

文
五
七

O
頁
、
附
表
一
大
清
歴
朝
皇
一
帝
年
表
、
二
伊
製
持
軍
年
表
、
三

伊
型
錫
伯
領
隊
大
臣
年
表
、
四
伊
型
錫
伯
提
督
年
表
、
五
伊
裂
錫
伯
苑
副

年
表
。
本
書
に
つ
い
て
は
楠
木
賢
道
氏
が
『
東
洋
皐
報
』
に
書
評
を
載
せ
ら
れ

る
議
定
な
の
で
、
こ
こ
で
は
目
次
の
み
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

第

二

早

序

文

第
二
章
民
族
の
源
流
と
族
名

第

一
節
錫
伯
族
の
名
。
第
二
節

錫
伯
族
の
源
流
。

第
三
章
コ
ル
チ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
所
属
時
代
の
錫
伯
族

第
一
節
九
部
が
曾
盟
し
ヌ
ル
ハ
チ
と
戟
っ
た
こ
と
。
第
二
節

コ
ル
チ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
の
十
旗
に
編
入
さ
せ
た
こ
と
。

第
四
章

コ
ル
チ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
が
錫
伯
ら
を
清
園
に
献
上
し
、
清
図
政
府

が
ニ
ル
に
編
成
さ
せ
た
こ
と

第
一
節
吉
林
烏
泣
の
錫
伯
が
世
管
佐
領
を
編
成
さ
せ
ら
れ
た
事
情
お
よ

び
そ
の
後
の
鎚
化
。
第
二
節
調
門
斉
恰
爾
、
伯
都
柄
、
士
口
林
烏
位
等
三
所

に
錫
伯
ニ
ル
を
編
成
し
た
褒
端
と
終
り
。

第
五
章
錫
伯
族
の
移
動
経
過

第
一
節
盛
京
な
ら
び
に
北
京
へ
の
移
住
。
第
二
節
伊
裂
へ
の
移
住
。

第
三
節
黒
龍
江
と
士
口
林
に
後
に
移
住
し
た
こ
と
。

第
六
章
経
済
生
活

第

-
節
狩
獄
。

第
二
節
牧
畜
業
。
第
三
節
農
業
。
第
四
節
手
工

業
。
第
五
節
一
商
業
。

第
七
章
錫
伯
族
が
租
園
に
果
し
た
歴
史
的
貢
献

第

-
節
租
閣
の
遜
境
を
保
衛
し
た
こ
と
。

第
二
節
外
園
の
侵
略
に
反

抗
し
園
家
を
保
衛
し
た
こ
と
。
第
三
節
分
裂
を
拒
ぎ
園
家
の
統
一
を
保

街
し
た
こ
と
。
第
四
節
透
境
を
開
拓
し
租
園
を
建
設
し
た
こ
と
。

第
八
章
数
育
と
蜜
術

第
一
節
教
育
。
第
二
節

と
套
術
(
歌
舞
)
。

錫
伯
を

-131-

言
語
文
字
の
停
存
と
歴
史
。
第
一
一
一
節

文
皐
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第
九
章
錫
伯
族
の
風
俗
と
宗
教

第
-
節
道
徳
を
向
ぶ
良
い
風
習
。
第
二
節

喪
葬
。
第
四
節
錫
伯
族
の
節
目
。
第
五
節

服
飾
と
飲
食
。

清
代
錫
伯
族
楢
案
史
料
選
編
付
同
(
錫
伯
文
〉
、
中
圏
第
二
歴
史
檎
案

館
選
編
、
新
彊
人
民
出
版
社
、
烏
魯
木
湾
、
一
九
八
七
年
三
月
。

H
五
二
二

頁、

ω四
五
二
一
負
。
本
書
に

つ
い
て
も
楠
木
賢
道
氏
が
詳
し
い
書
評
を
執
筆
さ

れ
る
激
定
な
の
で
、
こ
こ
で
は
目
次
の
み
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
本
書
に
は

全
部
で
三
八
九
件
の
楢
案
が
牧
め
ら
れ
て
お
り
、
各
指
案
の
曹
百
出
し
に
番
放
が

附
け
て
あ
る
。
左
の
紹
介
文
中
、
括
弧
内
に
記
し
た
の
が
そ
の
番
銃
で
あ
る
。

第

一
編
東
北
の
錫
伯
族

第
二
章

コ
ル
チ
ン
蒙
古
等
が
上
納
す
る
以
前
の
錫
伯
族

第
一
節
九
部
の
兵
が
ヌ
ル
ハ
チ
と
載
っ
た
こ
と
並
に
降
伏
し
て
貢
物
を

施
し
た
こ
と
(
一
六
)
。
第
二
節
清
園
と
の
交
易
(
七
|
二
二
)
。
第

三
節
屯
田
を
耕
種
し
車
を
出
し
て
公
課
を
資
し
た
こ
と
〈
一

一一一一|
二

七
〉
。
第
四
節
雑
事
(
二
八
|
一
一
一
一
一
一
)
。

第
二
一軍

黒
龍
江
将
軍
管
下
の
錫
伯
族

第
{
節
コ
ル
チ
ン
蒙
古
が
錫
伯
族
等
を
上
納
し
た
事
、
並
に
清
園
人
が

ニ
ル
に
編
成
し
安
揺
し
た
事
(
三
四
|
四
七
)
。
第
二
節
腺
丁
の
鮫
員

に
披
甲
人
を
選
ぴ
、
ニ
ル
を
編
成
し
た
(
四
八
五
二
)
。
第
三
節
官

の
補
授
革
退
と
官
兵
の
数
(
五
一
ニ
|
六
一
)
。
第
四
節
軍
器
の
授
輿
と

弓
鍛
工
人
の
選
出
(
六
二
|
六
九
〉
。
第
五
節
官
兵
と
彼
等
の
寡
婦
に

俸
糠
銭
糧
を
輿
え
た
事
〈
七
O
|
七
五
)
。
第
六
節
屯
田
耕
種
と
官
糧

の
交
付
〈
七
六
|
八
四
)
。
第
七
節
呼
和
浩
特
へ
の
移
住
の
停
止
(
八

五
|
八
九
)
。
第
八
節
雑
事
(
九
O
|
一
O
八
〉
。 宴

舎
の
躍
儀
。
第
三
節

宗
数
と
祭
紀
。
第
六
節

第
三
章
盛
京
将
軍
管
下
の
錫
伯
族

第
一
節
除
伍
を
分
ち
盛
京
に
移
住
し
た
事
(
一
O
九
|
三
二
〉
。
第

二
節
沿
途
の
逃
亡
者
を
般
査
寧
捕
し
た
事

(
一
二
二

l
一
二
四
)
。
第

三
節
人
に
輿
え
た
女
子
を
し
ら
ベ
部
に
迭
ら
せ
た
事
(
一
二
五
二
二

一
)
。
第
四
節

雲
南
出
兵
お
よ
び
感
京
へ
の
錦
還
(
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

八
)
。
第
五
節
雑
事
(
一
三
九
|
一
四
五
〉
。

第
四
章
吉
林
将
軍
管
下
の
錫
伯
族
三
四
六
|

一
五
O
)

第
二
編
北
京
の
錫
伯
族

第
て
章
鎖
紅
旗
蒙
古
第
三
甲
側
、
銀
黄
旗
蒙
古
固
山
、
お
よ
び
甲
剰
に
併

合
さ
れ
た
錫
伯
族
の
名
と
数
三
五
一

ー
ー
一
五
二〉

第
二
章
上
開
院
で
公
務
を
お
こ
な
っ
た
事
(
一
五
三

i
一
六
七
)

第
三
編
新
砲
の
錫
伯
族

第
一
章
錫
伯
族
の
伊
型
選
徒

第
一
節
官
兵
を
整
理
し
護
遣
し
た
事
(
一
六
八

l
-
八
己
。
第
二
節

ア
ン
ギ
・
ニ
ル
を
編
成
し
安
揺
し
た
事
(
一
八
二
|
一
八
九
)
。

第
二
一詣

錫
伯
部
の
任
官
と
昇
縛

第
一
節
領
隊
大
臣
の
補
授
(
一

九
O
|
二
O
四
)
。
第
二
節

苑
副
の
補
授
(
二
O
五
|
一
一
一
一
一
一
〉
。
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総
管
、

以
上
第
一
加

第

三

節

牛
4
1
章
京

(佐
領
)
、
雲
騎
尉
等
の
章
京
、
競
騎
校
の
補
授
〈
二

一一一一一

l
二
六
四
)
。

第
三
章
官
員
等
の
勤
時
間
、
参
劾
、
考
試
、
引
見

第
一
節
賞
賜
、
勧
奨
(
一
二
ハ
五
|
二
六
七
)
。
第
二
節
懲
戒
、
参
劾

(
一
二
ハ
八
|
二
七
二
〉
。
第
三
節
武
官
の
考
核
(
二
七
三
1

二
七
七
)
。

第
四
節
総
管
等
を
京
師
に
迭
り
引
見
せ
し
む
る
こ
と
(
二
七
八

l
二
八



一一〉。

第
四
章
錫
伯
官
兵
に
俸
縁
、
銭
糧
ハ
俸
制
)
と
軍
擦
を
給
し
た
事

第
{
節
官
兵
に
俸
制
を
輿
え
た
こ
と
(
二
八
二
|
二
八
七
)
。
第
二
節

軍
器
を
給
し
庭
理
し
た
事
(
二
八
八
|
二
九
二
。

第
五
章
駐
防
、
哨
探
看
守
、
逃
境
巡
察
の
寅
施

第
{
節
タ
ル
パ
ハ
ダ
イ
の
駐
守
(
二
九
二
|
三
O
二
〉
。
第
二
節
カ

シ
ュ
ガ
ル
減
等
の
防
守
(
三
O
三

l
一一一一一

0
1
第
三
節
透
境
巡
察
、

哨
探
査
察
(
一
一
一
一
二
|
一
一
一
一
一
六
)
。
第
四
節
哨
探
看
守
と
捕
賊
〈
一
一
三

七
|
一
一
一
一
二
四
三

第
六
章
家
畜
の
飼
養
と
団
地
の
耕
種

第
-
節
繁
殖
牛
の
飼
養
(
三
三
五
|
三
四
九
)
。
第
二
節
繁
殖
馬
の

飼
養
(
三
五
O
|
三
五
乙
。
第
三
節
団
地
に
カ
を
つ
く
し
て
生
活
が

向
上
し
た
事
(
三
五
二
|
一
-
一
六
一
二
)
。

第
七
草
錫
伯
の
未
成
年
者
を
選
び
、
ソ
ロ
ン
部
に
濯
徒
さ
せ
甲
由
同
を
着
け

さ
せ
職
衡
を
輿
え
た
こ
と

第
一
節
錫
伯
部
の
未
成
年
者
を
選
び
ソ
ロ
ン
部
に
遜
徒
さ
せ
た
事
(
三

六
四
l
三
六
五
)
。
第
二
節
ソ
ロ
ン
部
に
錫
伯
族
の
官
員
を
任
じ
た
事

会
ニ
六
六
1

三
七
一
)
。

第
八
章
錫
伯
部
の
男
子
等
を
伊
裂
新
満
洲
管
に
移
し
、
職
衡
を
輿
え
た
事

(
三
七
二
|
三
七
七
)

第
九
露
タ
ル
バ
ハ
ダ
イ
の
新
満
洲
鐙
の
設
立
、
お
よ
び
錫
伯
人
等
へ
の
職

衡
の
授
輿
(
三
七
八
|
三
八
二

第
十
重
雑
事
(
三
八
二
|
三
八
九
)
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こ
の
警
に
は
清
代
の
錫
伯
族
の
歴
史
の
中
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
事
柄
に

関
す
る
原
史
料
が
枚
め
ら
れ
て
い
る
外
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
寅

を
記
し
た
史
料
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
史
賓
の
黙
で
は
よ
り
深
く
、
時
代
的

に
も
よ
り
長
期
に
わ
た
り
、
地
理
的
に
も
よ
り
康
範
な
地
域
の
史
貨
を
停
え
る

こ
の
原
史
料
集
を
基
礎
的
文
献
と
し
て
得
て
、
錫
伯
族
史
の
研
究
は
新
た
な
段

階
に
入
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
『
錫
伯
族
楢
案
史
料
』
上
下
(
中
圏
第
一
一
歴

史
檎
案
館
編
、
遼
寧
民
族
出
版
社
、
一
九
八
九
年
七
月
〉
も
近
く
出
版
さ
れ
る

そ
う
で
あ
る
。

満
族
古
一
神
話
(
湖
文
)
、
愛
新
聞
究
羅

烏
技
際
春
編
者
、
内
蒙
古
人
民
出
版

社
、
一
九
八
七
年
四
月
。
二
三
六
頁
。
本
書
に
は
次
の
九
編
の
満
族
古
紳
話
が

牧
録
さ
れ
て
い
る
。
付
三
仙
女
同
満
洲
的
起
源
国
老
空
王
同
伊
徹
満
洲

的
府
開
設
伺
脅
斉
恰
爾
建
滅
的
捕
開
設
内
薩
満
輿
別
瞬
闘
法
帥
女
丹
薩
淵

判
尼
山
薩
満
同
打
伎
的
故
事
。
本
書
の
前
言
に
よ
れ
ば
著
者
は
一
九
八
五

年
、
黒
穂
江
省
に
お
い
て
満
洲
語
の
調
査
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
際

『
満
洲
的

起
源
』
『
尼
山
薩
櫛
』
を
除
く
数
篇
の
一
神
話
故
事
を
富
裕
鯨
友
誼
郷
三
家
子
屯

で
校
集
し
た
。
そ
の
中
の
大
部
分
は
嘗
時
す
で
に
八
十
歳
近
く
、
且
重
い
病
を

負
っ
た
計
春
生
老
人
が
、
満
語
を
以
て
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
各
篇

の
構
成
は
、
偶
数
頁
に
満
洲
文
字
で
原
文
が
十
三
行
立
で
記
さ
れ
て
お
り
、
次

の
奇
数
頁
に
横
書
き
に
針
謬
が
施
さ
れ
て
い
る
。
劉
誇
は
毎
語
三
段
立
で
、
上

段
に
は
満
語
の
ロ
ー
マ
字
鱒
潟
、
中
段
に
は
園
際
一
音
標
文
字
に
よ
る
縛
潟
、
下

段
に
は
漢
詩
が
記
さ
れ
、
各
篇
の
お
わ
り
に
注
緯
と
語
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
『
満
洲
的
起
源
』
『
尼
山
麓
湖
』
に
は
園
際
音
標
文
字
の
注
一
音
は
な

い
。
本
書
の
特
色
は
ま
ず
涌
語
の
黒
龍
江
方
言
を
話
す
計
春
生
老
人
の
語
品目
を

音
標
文
字
に
篤
し
、
そ
れ
に
標
準
瀬
語
を
配
し
、
刑
判
誇
を
施
し
た
貼
に
あ
る
。

従
っ
て
本
書
は
繍
語
の
中
級
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時
に
富
裕
豚
地
方
の
方
言

を
研
究
す
る
上
で
も
、
ま
た
満
族
の
一
神
話
と
故
事
の
研
究
の
上
で
も
貴
重
な
史

。dqo 

唱
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料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
漏
文
史
料
翻
謬
〕

清
初
内
国
史
院
涼
交
檎
案
譲
編
(
上
、

天
聴
朝
、
崇
篠
朝
)
。
中
圏
第
二
歴

史
檎
案
館
、
光
明
日
報
出
版
社
、
一
九
八
六
年
五
月
序
。
本
文
五
二
八
頁
。
本

警
は
中
圏
第

一
歴
史
機
案
館
所
磁
の
「
清
入
関
前
内
図
史
院
満
文
指
案
」
の
中

か
ら
選
謬
し
、
年
月
順
に
配
列
し
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
。
霧
者
は
中
圏
第
{

歴
史
楢
案
館
満
文
部
の
関
孝
康
、
越
中
山
強
、
郭
美
蘭
氏
。
こ
の
「
滴
文
槍
案
」

の
原
本
は
四
十
七
加
が
現
存
す
る
。
そ
の
内
謬
は
天
聴
朝
の
も
の
十
八
加
、
崇

徳
朝
二
十
九
加
で
あ
る
が
、
こ
の
中
、
天
聴
元
年
か
ら
五
年
に
到
る
橋
案
、
お

よ
び
崇
徳
元
年
槍
は
『
尚
文
老
楢
』
と
重
複
す
る
の
で
霧
出
さ
れ
ず
、
天
聴
七

年
か
ら
九
年
に
到
る
も
の
と
、
崇
徳
二
年
か
ら
八
年
に
到
る
ま
で
の
二
十
五

加
、
て
九
八
五
件
、
四
十
除
蔦
字
が
露
出
さ
れ
、
本
書
『
清
初
内
園
史
院
漏

文
檎
案
誇
編
』
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
史
院
の
前
身
は
文
舘
と
い
い
、
天
聴
三
年
三
六
二
九
)
四
月
、
盛
京

に
設
立
さ
れ
た
。
文
館
は
天
聴
十
年
三
月
、
内
閣
史
院
、
内
秘
書
院
、
内
弘
文

院
の
内
三
院
に
改
め
ら
れ
た
。
内
因
史
院
の
職
掌
は
汗
の
起
居
詔
令
の
記
注
、

御
製
文
字
の
牧
臓
、
汗
の
用
兵
行
政
事
宜
の
史
書
へ
の
編
纂
、
祭
天
祝
文
等
の

撰
擬
、
歴
代
祖
宗
資
銀
の
纂
修
、
な
ど
で
あ
っ
て
、
現
存
の
『
清
入
関
前
内
菌

史
院
尚
文
機
案
』
は
、
内
閣
史
院
が
園
史
を
纂
修
し
輯
録
す
る
時
に
使
用
し
た

機
案
材
料
で
あ
る
。
こ
の
楢
案
は
、
『
大
清
太
宗
文
皇
一
帝
貫
録
』
の
纂
修
の
時

に
用
い
ら
れ
た
が
、
記
事
の
中
に
は
文
言
に
塗
抹
、
削
除
、
改
潟
、
増
添
さ
れ

た
箇
所
も
多
い
。
本
書
で
は
そ
の
改
潟
、
削
除
の
部
分
も
原
文
の
ま
ま
翻
詳

し
、
蛍
時
の
歴
史
的
事
貨
の
復
元
に
つ
と
め
て
あ
る
。
本
書
は
山
民
間
徳
元
年
十
二

月
の
記
事
で
移
る
『
満
文
老
檎
』
の
後
継
史
料
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
と

共
に
、
清
初
の
政
治
、
経
済
、
外
交
、
軍
事
、
文
化
、
官
制
、
風
俗
等
の
面
に

お
い
て
貴
重
な
基
本
史
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

満
交
園
史
指
濯
謬
『
歴
史
捲
案
』
一
九
八
二
・
四
、
一
五
|
二
四
頁
。
中
圏

第
一
歴
史
捲
案
館
関
孝
康
、
郭
美
蘭
選
誇
。
本
書
は
天
聴
七
年
お
よ
び
八

年
の
瀬
文
園
史
楢
か
ら
の
選
謬
で
、
天
聴
七
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
八
年
十

二
月
二
十
八
日
に
到
る
ま
で
、

三
十
件
の
満
文
楢
案
の
翻
誇
が
採
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
枚
録
さ
れ
た
文
献
は
い
ず
れ
も
前
掲
の
『
清
初
内
園
史
院
満
文
楢

案
誇
編
上
』
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
謬
文
も
ほ
ぼ
似
て
い
る
が
、
異
な
っ
た

部
分
も
あ
る
。
た
と
え
ば
司
選
誇
』
天
聴
八
年
十

-
月
初
十
日
の
「
分
定
各
部

滋
牧
地
界
」
で
は

「輿
雨
賞
旗
下
多
諾
楚
虎
爾
、
逮
頼
」
の
後
に
十
七
行
の
文

章
が
つ
づ
く
が
、
『
満
文
楢
案
誇
縞
』
で
は
、

こ
の
部
分
は
〔
原
指
残
紋
〕
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
選
謬
』
天
聴
八
年
十
一

月
二
十
三
日
、
「
宣
稔
狩
綴
紀

律
」
で
は

「穏
約
鞍
醇
、
勿
得
相
続
。

・

-
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
満
文
指

案
誇
編
』
で
は

「
:
:
:
」
の
部
分
が
「
是
夜
駐
跨
養
息
牧
」
と
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
よ
う
に
爾
者
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
史
料
と
し
て
採
用
す
る

時
は
恨
重
に
取
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

崇
徳
三
年
満
支
楢
案
詩
編
(
中
文
)
季
、
在
潟
、
劉
景
憲
譲
編
、
遼
溶
書

位
、
一
九
八
八
年
十
月
。
前
言
、
季
永
海
、
本
文
二
八
四
真
。
本
書
は
中
圏
第
{

歴
史
稽
案
館
所
蔵
の
崇
徳
三
年
満
文
指
案
の
謬
注
で
あ
っ
て
、
原
本
の
『
三
年

指
』
は
一
箇
月

一筋、

全
十
二
加
よ
り
成
る
。
季
、
氷
海
氏
の
前
言
に
よ
れ
ば
、

コ
二
年
稽
』
と
『
諸
問
貫
録
』
と
比
較
す
る
と
、
記
事
の
内
容
か
ら
三
種
に
分
類

で
き
る
そ
う
で
あ
る
。
一
は
内
容
が
完
全
に
同
じ
部
分
で
数
の
上
で
は
多
く
は

な
い
。
二
は
内
容
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
『
清
寅
録
』
の
記
事
が
『
三
年
楢
』
ほ

ど
に
は
詳
細
で
な
い
部
分
、
或
は
加
工
改
寓
し
た
部
分
。
三
は

『
清
貫
録
』

に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
記
事
を
保
存
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
内
容
か
ら
み
る
と

-134ー
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コ
二
年
楢
』
は
『
清
賓
銭
』
の
同
三
年
の
記
録
の
五
分
の
三
を
占
め
る
が
、
こ

れ
は
『
清
貫
録
』
の
底
本
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
『
清
貧
録
』
を
編
纂
す
る

際
に
参
照
し
、
そ
の
中
の
い
く
ら
か
の
資
料
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
わ
が
閣
に
将
来
さ
れ
、
或
は
務
担
拝
さ
れ
た

『満
文
老
楢
』
『
替
満
洲

楢
』
は
、
ど
れ
も
崇
徳
元
年
十
二
月
で
終
っ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
後
の
帥
献
を

補
う
も
の
で
、
太
宗
時
代
の
政
治
、
外
交
、
軍
事
、
経
済
お
よ
び
言
語
皐
の
上

で
、
極
め
て
珍
貴
な
資
料
を
提
供
す
る
文
献
で
あ
る
。

さ
き
に
述
べ
た
『
清
初
内
園
史
院
浦
文
楢
案
譲
編
』
に
も
、
「
起
用
徳
三
年
満

文
楢
案
」
は
含
ま
れ
て
い
る
。
同
じ
原
文
か
ら
譲
出
さ
れ
た
謬
文
で
あ
る
が
、

雨
者
に
は
差
違
が
認
め
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
爾
諺
文
に
意
味
上
の
決
定
的
相
違

と
い
う
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
『
崇
徳
三
年
満
文
楢
案
書
編
』
の
方
が
、

や
や
丁
寧
に
謬
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
位
副
都
統
街
円
満
女
楢
案
誇
編

遼
寧
省
早
稲
築
館
、
遼
寧
社
曾
科
皐
院
歴

史
研
究
所
、
滞
陽
故
宮
博
物
館
誇
編
。
遼
洛
書
社
、
溶
陽
、
一
九
八
四
年
十

二
月
。
誇
編
設
明
三
頁
。
目
次
二
六
頁
。
本
文
四
六
二
頁
。
遼
震
}
省
機
案
館
関

克
笑
、
沈
微
、
遼
寧
祉
品
目
科
皐
院
歴
史
研
究
所
関
嘉
録
、
務
陽
故
宮
博
物
館
王

伺
環
選
誇
。
本
書
は
遼
寧
省
指
案
館
所
臓
の
コ
二
一姓
副
都
統
街
門
槍
』
の
滞

文
楢
案
中
か
ら
選
び
出
し
た
楢
案
を
翻
謬
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
。
乾
隆
八
年

八
月
二
十
三
日
か
ら
光
緒
三
十
二
年
十
二
月
初
八
日
に
到
る
ま
で
の
稽
案
-
七

八
件
が
枚
録
さ
れ
て
い
る
。
一
一
一
姓
同
酬
は
清
代
東
北
透
境
の
重
鎮
で
、
康
照
五
十

三
年
に
は
じ
め
て
協
領
街
門
が
設
け
ら
れ
、
薙
正
十
年
に
副
都
統
街
門
と
改
め

ら
れ
、
光
緒
末
年
に
及
ん
だ
。
同
街
門
の
主
要
職
掌
は
黒
龍
江
中
下
流
域
か
ら

庫
頁
島
(
樺
太
)
お
よ
び
ウ
ス
リ
l
江
流
域
と
、
同
地
方
に
居
住
す
る
赫
哲
費

雅
略
人
と
庫
頁
費
雅
略
人
等
を
管
轄
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
貢
創
卸
賞
烏
林
制
度

は
清
朝
政
府
が
三
姓
地
区
の
赫
哲
費
雅
略
や
庫
頁
費
雅
略
に
糾
問
し
て
お
こ
な
っ

た
重
要
制
度
の
一
で
あ
っ
て
、
本
垂
直
に
お
い
て
も
主
に
貫
紹
賞
烏
林
を
中
心
と

し
て
文
献
が
選
律
さ
れ
て
い
る
。
構
築
は
、
一
、
関
領
和
頒
賞
烏
林
。
二
、
牧

納
和
解
迭
貢
紹
。
三
、
供
際
貢
犯
人
口
一
糧
等
。
四
、
鹿
理
違
禁
情
事
及
仙
賞

健
難
官
兵
。
五
、
官
府
和
私
人
貿
易
紹
皮
。
六
、

震
集
環
安
萎
及
薩
爾
宰
錐
病

故
。
七
、
庭
理
赫
哲
、
庫
頁
曲
目
雅
略
人
之
閲
的
殺
人
案
件
。
八
、
徴
調
赫
哲

人
民
守
、
巡
査
、

「剣
匪
」
弁
領
給
制
銀
、

子
奨
等
。
九
、
沙
俄
的
入
侵
和
清

朝
的
針
策
。
十
、
換
取
那
倫
春
、
赫
哲
人
之
野
牲
、
の
十
項
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
地
域
の
赫
哲
費
雅
略
、
庫
頁
費
雅
略
の
生
活
、
風
俗
、
文
化
、
清
朝

の
封
慮
、
歴
史
等
を
知
る
た
め
の
第
一
級
史
料
で
あ
る
。

盛
京
刑
部
原
檎
清
太
宗
崇
徳
三
年
至
崇
徳
四
年
、
中
園
人
民
大
皐
清
史
研

究
所
、
中
圏
第
一
一
歴
史
檎
案
館
露
。
群
衆
出
版
社
北
京
、
一
九
八
五
年
三

月。

中
園
人
民
大
皐
清
史
研
究
所
郭
成
康
、
劉
景
態
語
注
。
中
圏
第
一
歴

史
楢
案
館
尚
文
部
屈
六
生
審
校
。
中
圏
第
一
一
歴
史
楢
案
館
所
蔵
の
『
盛
京

原
楢
』
に
は
、
清
入
関
前
の
吏
、
戸
、
峰
、
丘
(
、
刑
等
五
部
が
保
存
し
た
満
文

楢
案
、
お
よ
び
そ
の
他
の
維
機
一
一
一
ニ
一
件
が
含
ま
れ
て
い
る
。
大
部
分
は
新
潟

文

(
有
閤
貼
繍
文
〉
で
忠
一書
し
て
あ
る
が
、
老
満
文
(
無
間
貼
満
文
)
で
書
骨
持

さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
そ
の
中
、
第
一
六

O
挽
か
ら
一
一
一
二
一
競
ま
で
が
刑
部
捲

案
で
す
べ
て
七
十
二
件
。
こ
れ
ら
は
清
太
宗
崇
徳
三
年
三
六
三
八
〉
正
月
か

ら
翌
年
十
二
月
に
至
る
二
年
聞
に
刑
部
が
審
理
し
た
四
三
四
僚
の
案
件
で
あ
っ

て
、
こ
の
た
び
全
部
謬
出
さ
れ
『
腐
京
刑
部
原
楢
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
『
満
文
老
楢
』
『
醤
満
洲
循
』
が
謬
出
あ
る
い
は
出
版
さ
れ
、
清
初
史

研
究
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
の
記
事
は
周
知
の

如
く
太
宗
崇
徳
元
年
十
二
月
で
彩
っ
て
い
る
。

清
朝
入
関
前
の
天
聴
五
年
三
六
三
一
)
、
刑
部
が
設
立
さ
れ
る
と
、
民
事

の
微
細
な
案
件
は
お
お
む
ね
ニ
ル
・
エ
ジ
占
ン
が
審
結
に
嘗
っ
た
が
、
や
や
大

-135ー
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き
な
案
件
は
一
律
に
刑
部
に
迭
っ
て
審
理
し
た
。
そ
の
外
、
兵
部
、
戸
部
、
雄

部
、
理
藩
院
等
の
部
院
も
刑
部
と
関
係
の
あ
る
い
く
つ
か
の
案
件
を
承
審
し

た
。
『
慮
京
刑
部
原
悩
』
は
崇
徳
三
年
以
後
の
刑
部
の
記
録
で
あ
っ
て
、
し
か

も
こ
れ
ま
で
纂
改
潤
飾
を
経
ず
、
素
朴
な
本
来
の
面
影
を
残
し
た
、
満
族
社
舎

と
清
入
関
前
史
の
研
究
の
震
の
第

一
等
史
料
で
あ
る
。
本
蓄
を
讃
む
に
は
、
早
血

昭
信
「
『
感
京
刑
部
原
楢
』
輿
清
入
関
前
史
研
究
」
『
史
皐
集
刊
』
一
九
八
九
・

=
一
、
ハ
士
口
林
大
皐
)
を
参
照
す
る
と
よ
い
。

清
薙
正
靭
鍾
紅
旗
楢

劉
厚
生
謬
辞
虹
、
栗
振
復
校
。
東
北
師
範
大

息
出
版
社
、
長
春
、
-
九
八
五
年
四
月
。
一
二
七
頁
、
人
名
漢
詩
表
一
八
頁
。

本
書
は
東
洋
文
庫
清
代
史
研
究
室
紳
田
信
夫
、
松
村
潤
、
岡
田
英
弘
、
細
谷

良
夫
謬
編
『
鍛
紅
旗
総
|
薙
正
朝
|
』
(
昭
和
四
十
七
〉
の
中
閣
語
謬
で
あ

る
。
こ
れ
は
東
洋
文
庫
所
臓
の
北
京
の
鍛
紅
旗
満
洲
都
統
街
門
の
楢
案
の
翻
謬

で
あ
っ
て
、
徹
案
の
件
数
は
薙
正
元
年
か
ら
民
園
十
四
年
ま
で
二
百
年
間
、
二

千
件
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
の
梢
案
は
、
清
代
史
研
究
室
の
人
々
に
よ
り
整
理
翻

謬
さ
れ
、
そ
の
中
の
難
正
朝
の
分
、
五
十
四
件
が
東
洋
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
八
旗
制
度
や
務
正
年
聞
の
旗
人
の
祉
曾
生
活
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
で

あ
る
。
東
北
師
範
大
息
か
ら
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
翻
謬
で
、
日
本
版
に
あ
る
湖

文

ロ
ー

マ
字
鱒
潟
の
部
分
は
省
か
れ
、
巻
末
に
「
人
名
漢
語
表
」
が
附
録
と
し

て
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

潟
支
土
爾
庖
特
楢
案
護
編

中
図
枇
舎
科
皐
院
民
族
研
究
所
民
族
史
研
究

室
、
中
圏
第

一
歴
史
梢
築
館
洲
文
部
詩
編
。
民
族
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八

八
年
二
月
。
本
替
は
す
で
に
説
明
詳
し
で
あ
っ
た
将
文
土
問
庖
特
文
書
四

O
九
件

と
七

O
件
の
月
問
機
中
か
ら
、
一
四
五
件
の
梢
案
を
選
び
出
し
、
時
の
順
序
に

よ
り
配
列
し
て
編
輯
し
た
史
料
集
で
あ
っ
て
、
乾
隆
三
十
六
年
三
月
二
十
二
日

の
「
総
定
逃
左
副
勝
箪
車
布
登
札
布
等
割
土
繭
庖
特
来
的
之
慮
霞
」
に
始
ま
り
、

乾
隆
四
十
年
間
十
月
二
十
四
日
の
「
伊
型
将
軍
伊
紡
園
奏
撤
回
各
滋
牧
地
開
照

大
臣
等
事
宜
摺
」
に
到
る
文
書
か
ら
成
っ
て

い
る
。
楢
案
の
多
く
は
土
防
庖
特

蒙
古
が
清
閣
に
瞬
間
刷
す
る
前
後
の
頃
の
も
の
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
本
書
の
前
言
に
よ
れ
ば
大
要
つ
ぎ
の
六
つ
に
概
括
さ
れ
て
い
る
。

て
清
園
政
府
が
土
爾
庖
特
蒙
古
の
東
師
の
消
息
を
知
っ
た
後
に
引
き
起
こ

さ
れ
た
懐
疑
と
、
清
閑
政
府
が
土
繭
庖
特
蒙
古
に
射
し
て
牧
撫
政
策
を
質

施
す
る
こ
と
を
確
定
す
る
に
到
る
ま
で
の
過
程
。

二
、
土
繭
庖
特
蒙
古
が
伊
型
河
流
域
に
舗
る
ま
で
の
現
場
記
述
と
東
院
の
人

数
、
戸
数
の
質
地
調
査
。

三
、
土
爾
庖
特
蒙
古
の
部
衆
へ
の
賑
済
と
、
土
爾
庖
特
首
領
へ
の
封
賞
に
つ

い
て
の
詳
細
な
情
況
。

四
、
渥
巴
錫
、
策
伯
克
多
繭
湾
、

合
楊
ら
の
承
徳
へ
の
入
銀
、
お
よ
び
東
錦

闘
争
を
指
噂
し
た
主
要
首
領
の
回
園
後
の
政
治
的
生
渡
。

五
、
土
問
屋
特
蒙
古
都
衆
の
遊
牧
地
の
分
割
と
艶
濯
、
お
よ
び
乾
隆
三
十
九

年
、
渥
巴
錫
が
頒
布
し
た
部
落
管
理
法
規
。

六
、
土
爾
庖
特
蒙
古
の
歴
史
と
王
公
世
系
等
の
記
述
。

ト
ル
グ
l
ト
族
は
、
明
代
に
は
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ

川
上
流
に
い
た
が
、
ジ
ュ

ン

ガ
ル
部
と
争
い
、
二
ハ
一ニ

O
年
ロ
シ
ア
領
に
逃
げ
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
に
遊
牧
し
て

い
た
。
し
か
し
清
朝
が
伊
型
を
卒
定
す
る
と
(
乾
隆
二
十
三
年
)
、
渡
巴
錫
ハ
ウ

パ
シ
〉
に
率
い
ら
れ
、
乾
隆
三
十
五
年
に
出
援
し
、
伊
型
に
着
い
た
。
本
楢
案

詩
編
は
彼
等
の
伊
恕
到
着
後
の
事
情
に
光
明
を
あ
て
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ

て
こ
れ
ま
で
未
知
の
事
質
で
、
あ
ら
た
に
設
掘
さ
れ
た
部
分
も
ま
た
多
い
。

錫
伯
銭
簡
史
(
中
文
〉

錫
伯
族
簡
史
編
曲
同
組
、
民
族
出
版
社
、
北
京
、
一

九

八
六
年
六
月
。
(
園
家
民
委
民
族
問
題
五
積
叢
書
之
て
中
園
少
数
民
族
関
史

叢
書
)
、

一
四
四
頁
。
本
書
は
先
に
記
し
た
揃
文
の
訟
と
同
書
名
で
あ
る
が
、

ευ つ1u
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一
方
が
他
方
の
翻
誇
で
は
な
い
。
前
者
を
讃
む
時
の
参
考
に
な
る
の
で
、
白
衣

の
み
を
記
す
。

第
二
章
概
論
。
第
二
章
族
名
輿
族
源
。
第
三
章
清
代
的
錫
伯
族
。
第

四
章
民
主
革
命
時
期
的
錫
伯
族
。
第
五
章
錫
伯
族
的
祉
曾
組
織
和
経
済

生
活
。
第
六
章
錫
伯
族
的
文
化
。
第
七
章
生
活
習
俗
。
第
八
章
宗
教

信
仰
輿
道
徳
風
向
。
附
録
大
事
記

次
の
書
籍
も
中
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
錫
伯
族
の
歴
史
・
文
化
の
研
究
の

た
め
の
基
本
的
文
献
で
あ
る
。
『
錫
伯
族
支
事
歴
史
論
交
集
』
(
新
彊
維
吾
爾

自
治
区
社
舎
科
開
学
院
民
族
研
究
所
民
族
史
研
究
室
、
一
九
八
一
年
十
二
月
〉
。

次
の
書
も
中
文
で
書
か
れ
た
書
で
あ
る
が
、
錫
伯
文
『
錫
伯
族
関
史
』
を
輔
副
む

た
め
の
参
考
に
な
る
の
で
、
書
名
と
目
次
の
み
を
記
し
て
お
き
た
い
。

錫
伯
族
史
論
考
遼
寧
省
民
族
研
究
所
編
、
遼
寧
民
族
出
版
社
、
藩
陽
、
{

九
八
六
年
八
月
、
二
六
二
頁。

錫

伯

族

族

厩

浅

析

粛

夫

錫

伯

族

源

考

略

徐

恒

耳

目

・

馬

協

弟

錫

伯

族

源

新

考

呉

礼

投

・

克

莞

・

曹

照

英
雄
民
族
的
措
笠
|
|
従
頃
仙
洞
北
貌
石
刻
祝
文
看
錫
伯
族
之
源
流米

文

卒

爾

夫

呉
礼
控
・
克
尭

奥
元
堕

・
鎚
志
強

呉

作

新

関

方
鍛

玉

欽

越
士
山
強
・
奥
元
襲

錫
伯
族
早
期
社
舎
組
織
及
其
経
済
生
活

遼
代
錫
伯
族
先
民
研
究
管
見

錫
伯
族
由
科
爾
泌
蒙
古
旗
編
入
満
洲
八
旗
始
末

錫
伯
族
的
遜
徒

太
卒
寺
始
末

法
陽
太
卒
寺
及
錫
伯
碑
文
雑
議

漫
話
錫
伯
家
廟

錫
伯
家
廟
碑
文
考

錫
伯
寺
廟
拾
零

新
弱
地
底
的
錫
伯
族
関
況

黒
飽
江
省
隻
威
照
的
錫
伯
族

撫
順
錫
伯
族
社
舎
歴
史
調
査
述
略

錫
伯
族
的
婚
躍

整
理
錫
伯
族
「
譜
書
」
讃
談

越
志
強
・
奥
元
聾

修
清
一
瞬
・
文
明

徐

長

勝

安

俊

奥
札
控
・
克
莞

玉

麟

韓

啓

昆

〔辞
書〕

錫
伯
爵
僻
典
修
玉
泉
、
賀
盤
、
英
文
齢
、
穆
克
登
布
、
下
爾
塔
里
整

理
。
新
彊
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
十
月
、
本
文
一
一
一
一

-
O頁
、
索
引
四
一

六
頁
、
錫
伯
文
書
名
は

b
z
ミ
S
」
R

h
な

S
?宮町内
E
Fミ
ζ
・

目
次
一

頁
。
索
引
は
次
の
六
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。
村
瀬
洲
語
十
二
字
頭
表
の
順
序

に
よ
る
語
頭
語
集
引
、

-11八
頁
。
口
総
綱
、
満
洲
語
十
二
宰
頭
表
の
順
序
に

よ
る
総
合
語
奨
索
引
、
九
ー
-
八
八
頁
。
白
線
綱
に
な
い
語
集
の
索
引
、
一
八

九
|
二

O
一
頁
。
帥
部
類
内
容
の
目
次
、

二
O
二
|
一
一
一
四
頁
。
田
部
類
内

容
、
二
-
五
四

O
三
頁
。
内
部
類
目
次
、
四

O
四
四
二
ハ
頁
。
以
下
改
頁

さ
れ
て
本
文
が
{
頁
か
ら
-
一
一
一
一

O
頁
ま
で
つ
づ
く
。

最
近
錫
伯
語
の
書
籍
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
、
未
知
で
あ
っ
た
錫
伯
族
の
世

界
に
踏
み
こ
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
る
が
、
現
代
錫

伯
語
の
適
蛍
な
僻
書
が
な
い
の
に
は
蛍
惑
さ
せ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
現
代
錫
伯

語
で

Z
2
E
Eロ
は
宗
教
、

gnF『ロロ
rud司
m
r
r
z
ロ
は
数
育
で
あ
る
が
『
浦

和
僻
典
』
に
そ
の
よ
う
な
誇
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
ロ

2
5
は
『
浦
和
』
で

は
卒
坦
、
和
卒
の
一
意
し
か
-記
さ
れ
な
い
が
、
現
代
錫
伯
語
で
は
侵
略
の
意
で
あ

る
。
か
よ
う
に
現
代
錫
伯
語
僻
典
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
書
で
あ
る
が
、
本
書
は
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名
は
「
錫
伯
語
詞
雌
(』

で
あ
っ
て
も
、
貨
は

『
御
製
清
文
鑑』

の
本
文
と
そ
の

索
引
で
あ
る
。
本
格
的
な

『
現
代
錫
伯
諮
僻
典
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
不
便

と
失
望
者
胸
は
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
。

簡
明
満
漢
僻
奥

劉
厚
生
、
関
克
笑
、
沈
微
、
牛
建
強
編
者
。

河
南
大
同
学

出
版
社
、
一
九
八
八
年
三
月
。
序
文
王
鍾
翰
。

木
文
四
二
七
頁
。
附
表
一

術
語
併
音
字
母
表
、

二

瓶

詰
音
節
字
母
表
、
三

新

老

湖
文
字
母
針
照
表
、

四
満
語
詞
類
線
表
、
五
人
穂
代
詞
表
、
六
浦
語
格
助
詞
表
、
七
動
詞

的

「
時
」
表
、
八
動
詞
的
「
態
」
表
、
九
動
詞
的
「
式
」

表
、

十

数

詞

表
、
十
一
度
量
衡
単
位
表
、

十

二

干
支
表
、
十
三
二
十
四
節
気
表
、
十

四
尚
文
築
字
名
裕
表
、
十
五
繍
語
附
加
成
伶
使
用
説
明
徳
表
、
十
六
清

代
皐
帝
世
系
表
。
本
警
は
科
準
的
方
法
を
用
い
て
編
纂
さ
れ
た
中
園
最
初
の

「
溺
漢
辞
書
」
で
あ
る
。
語
奨
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

各
語
録
は
湖
洲
文
字
で
見
出
し
語
が
一
ホ
さ
れ
、
ロ

ー
マ
字
鱒
潟
お
よ
び
詩
語
が

示
さ
れ
る
。
語
援
は
大
同現
段
富
で
、
特
に
術
案
や
奏
摺
を
読
む
の
に
有
盆
で
あ

る
。
た
と
え
ば

r
z
=
2
F
c
F
3
E
E
崇
文
門
や
文
津
閣
、
文
筆
殿
等

は
『
湖
和
僻
典
』
に
な
く
て
木
書
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他

M
O
E
F
g

r口臼
E
o
z
r
E
年
富
力
強
、

2
E
rロロ
年
貌
、

ωE
Z
S
ヨ
ω
ω
5
r
s
z

大
選
、

広
島
曲

z
r
ロ
職
掌
な
ど
は
木
書
に
載
っ
て
い
て
『
浦
和
餅
奥
』
に
な

い
語
で
あ
る
。
た
だ
し

Z
L
g
m岡山
大
言
を
は
く
こ
と
、
毛
色
HZ
B
o
p
-ケ

吉
田
o
m曲
目
印
目
玄
不
聞
に
付
す
る
、

r
2
5
0
E
津
山
に
あ
る
、
な
ど
の
語

は
『
浦
和
僻
山内』

に
あ
っ
て
も
本
書
に
は
な
い
か
ら
、
本
書
だ
け
で
す
べ
て
用

が
足
り
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
使
い
勝
手
も
よ
く
、
楢
案
に
頻
出

す
る
品
阜
市
世
話
奨
の
多
く
が
採
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
本
書
は
満
文
官
文
書
の
讃

解
に
必
須
の
工
具
書
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
附
録
の
十
六
項
の
表
も
大
後
有
盆

で
あ
る
。

満
洲
語
文
語
僻
奥

一
幅
田
昆
之
編
、
F
L
L
溌
行
、
横
演
、
-
九
八
七
年
十

月、

序
文
三
頁
、
「
動
詞
ゼ
ロ

語
尾
形
の
は
た
ら
き
」
二
頁
、
本
文
三
|
九
一
一
一

一
一
良
。
こ
の
僻
典
は
満
洲
語
語
奨
を
口
一諸
課
し
た
辞
典
で
、
課
語
と
用
例
の
塑

富
な
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
本
辞
典
の
編
纂
は
編
者
が
昭
和
五
十
二
年
に

『
捧
綴
馴
清
志
異
』
の
謬
注
を
は
じ
め
た
時
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
満
文

金
瓶
侮
』
『
合
壁
商
煽
記
』
『
満
洲
賃
銭
』
『
尚
文
老
槌

・
太
租
紀
』

『
満
文

老
指

・
太
宗
紀
』
等
か
ら
適
切
な
用
例
を
堕
富
に
引
用
し
、
謬
語
を
附
し
、
ア

ミ
オ
『
減
併
僻
典
』
、
ザ
ハ
ロ
フ

『
尚
路
大
辞
典
』
、

ハ
ウ
ア
l

『
浦
湖
僻
典
』
、

羽
田
亨
『
浦
和
僻
典
』
な
ど
の
僻
書
か
ら
も
語
索
を
採
集
し
、
編
者
自
身
が
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
タ
イ
プ
し
て
成
っ
た
苦
心
の
発
作
で
あ
る
。
謡
曲
品
に
は
す
べ

て
品
詞
が
示
さ
れ
て
お
り
、
用
例
に
は
出
典
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ

ま
で
の
僻
書
に
な
い
秀
れ
た
貼
で
あ
る
。
宮内目。

に
は
(
の
に
)
の
意
が
あ
る

の
に
『
減
和
辞
典
』
に
は
一
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、

vr包ー
σ
に
は
(
の
そ

ば
に
〉
の
意
が
あ
る
の
に
『
減
和
辞
典
』
に
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の

こ
例
で
あ
る
が
、

基
本
的
語
奨
の

謬
語
で
改
良
さ
れ
た
も
の
が
す
く
な
く
な

い
。
た
だ
満
文
指
案
の
誤
解
の
さ
い
に
は
、
や
や
不
便
な
貼
が
な
く
も
な
い
。

た
と
え
ば

ω
P
E
E
r
ロ
責
任、

巳
-rωω
日

E
ロ
向
者
、
Z
-
n
ω
E
O
E耳
雪
印

E
F口
監
察
御
史
な
ど
の
語
が
な
く
、
百
円
四
自
の
語
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
部

院
、
街
門
の
誇
語
が
見
首
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
官
衡
の
文
書
を
讃
む
さ
い

に
は
、
こ
の

一
加
で
は
充
分
と
は
言
え
な
い
部
分
も
あ
る
。

し
か
し
同
じ
官
衡

の
用
語
で
も

宮
耳
目
白

E
m
g
元
利
合
計
、
君
。
口
古
文
書
な
ど
は
記
さ
れ

て
お
り
、
用
例
の
削
且
富
な
こ
と
、
適
切
な
現
代
語
謬
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

用
例
に
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、
日
本
人
に
使
い
易
く
、
且
こ
れ

ま
で
の
世
界
の
満
語
辞
典
の
水
準
を
抜
い
た
秀
れ
た
辞
典
と
言
え
よ
う
。

奮
清
信
僻
奥
〈
減
文
〉
新
語
維
五
口
爾
自
治
区
古
籍
整
理
緋
公
宰
整
理
。
新
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彊
人
民
出
版
社
。
一
九
八
七
年
十
二
月
。
序
文
、
一
一
一
一
一
良
。
満
語
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
に
よ
る
語
集
索
引
、
九
一
頁
。
本
文
、
五
二
二
頁
。
減
文
書
名
は
巴
下

h
e
n
H
司
雪
之
帆
之
官
』
広
三
遣
、

H
R
R
F
R
F
(
》
苦
hH
ミ
宮
内
な
世
話
二
え
H
F
G
・「
奮

清
語
」
と
は

「貫
録
内
揮
出
頼
回
連
問
諸
問」
の
通
稽
で
あ
っ
て
、
質
名
は
前
記
の
滞

文
書
名
で
あ
る
。

こ
の
辞
典
の
出
版
さ
れ
る
十
八
年
前
、
『
沓
清
語
』
の
解
説
と
全
誇
と
語
奨

索
引、

お
よ
び
漢
文
寅
録
と
の
封
比
と
が
-
日
本
人
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

今
西
春
秋
「
措
置
清
語
謬
解
」
『
東
方
皐
紀
要
』

三
、
天
理
大
皐
お
や
さ
と
研
究

所
、
一
九
六
九
年
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
奮
清
語
』
は
乾
隆
年

聞
に
改
修
さ
れ
た
太
租
・
太
宗

・
世
租
三
代
の
貫
録
の
中
か
ら
、
満
洲
古
語
す

な
わ
ち
奮
清
諮
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
新
し
い
満
洲
語
で
解
四
押
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
本
に
は
全
部
で
十
四
巻
十
四
加
四
百
丁
徐
の
完
全
本
と
、
最
後
の
十

三
、
十
四
谷
を
敏
い
て
十
二
俳
句
し
か
な
い
不
完
全
本
と
が
あ
る
。
京
都
大
築
文

皐
部
史
皐
閲
覧
室
東
洋
史

E
F∞
に
『
満
文
沓
清
一語
』
の
見
出
し
で
保
存
さ
れ

て
い
る
も
の
は
前
者
、
十
四
谷
の
完
全
木
で
あ
り
、
東
洋
文
庫
牧
裁
本
は
第
一

俳
句
よ
り
第
十
二
各
ま
で
の
不
完
全
本
で
あ
る
。
ま
た
天
理
図
書
館
に
は
北
京
故

宮
の
所
識
の
『
沓
清
語
』
の
青
寓
居
間
本
が
第
一
巻
よ
り
第
五
巻
、
お
よ
び
第
九

巻
の
全
六
経
六
加
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
右
の
諸
本
は
ど
れ
も
各
頁
六
行
。
見

出
語
は
太
字
、
葬
語
は
改
行
の
う
え
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
中
、
第
一
巻
と
第
二
各
と
は
太
租
貫
録
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
総

語
嚢
数
は
-
七
一
。
第
三
谷
か
ら
第
八
巻
ま
で
は
太
宗
貫
録
か
ら
の
も
の
で
総

語
索
数
は
三
四
五
。
第
九

・
十
巻
は
世
租
貫
録
か
ら
の
も
の
で
-
一
一
一
一一
語
。
第

十
一
・
十
二
巻
は
上
項
に
洩
れ
た
語
句
を
拾
い
あ
げ
て
牧
録
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
太
租
・
太
宗
貫
録
か
ら
だ
け
で
世
組
貧
録
か
ら
の
も
の
は
な
い
。
第
十
三

巻
は
瀬
文
老
僧
大
租
紀
か
ら
の
も
の
で
五
二
語
。
第
十
四
を
は
満
文
老
櫨
太
租

紀
お
よ
び
太
宗
紀
か
ら
で
三
七
語
。
『
沓
清
語
』
は
以
上
八

O
七
語
句
を
貧
録

の
年
月
順
に
-記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
葱
清
語
を
時
代
別
に
整
理
す
る

と
、
太
租
時
代
二
五
九
語
、
太
宗
時
代
四
=
ハ語、

世
租
時
代
-
三

O
徐
語
と

な
る
。
指
宙
滞
語
と
新
潟
語
と
が
何
時
交
代
し
た
も
の
か
確
た
る
劉
期
は
な
い

が
、
入
関
後
、
お
び
た
だ
し
い
漢
文
化
に
個
別
れ
た
順
治
年
聞
に
始
ま
り
、
康
照

年
開
に
入
っ
て
交
代
は
急
速
に
進
み
、
乾
隆
年
開
に
は
沓
清
語
の
意
味
す
ら
分

ら
な
く
な
り
、
か
よ
う
な
『
奮
清
語
』
の
語
環
僻
奥
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。本

書
、
新
誼
人
民
出
版
社
の
『
替
清
語
僻
典
』
は
、
各
頁
九
行
。
見
出
語
は

太
字
。
詳
語
は
お
お
む
ね
改
行
せ
ず
、
見
出
語
に
つ
づ
け
て
記
し
て
あ
る
。
こ

れ
は
日
本
俸
存
の
ど
の
本
と
も
異
な
る
。
中
閣
に
停
存
し
た
刊
本
を
鈎
印
し
た

も
の
か
、
或
は
或
る
種
の
刊
本
に
依
接
し
て
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

巻
ご
と
に
巻
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
最
後
は

E
z
r
x
r丘
町
一
回
ロ
ロ
曲
目

E
Z

E
苫

SEr-
で
移
っ

て
い
る
か
ら
、
本
書
は
所
謂
十
四
谷
の
完
全
本
で
あ

り
、
満
洲
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
序
に
よ
る
語
集
索
引
が
附
い
て
い
る
の
で

便
利
で
あ
る
。
本
書
は
満
文
貫
録
の
記
述
の
中
で
正
確
な
意
味
の
摘
み
難
か
っ

た
語
棄
に
解
緯
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
各
語
奨
が
貧
銭
の
ど
の

部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、

漢
文
質
録
の
箇
所
と
針
比
し
て
示
し
て
欲
し
か

っ
た
。
今
西
氏
の
謬
解
に
は
そ
れ
が
一
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
稀
親

書
で
、
出
版
の
意
義
は
そ
れ
な
り
に
大
き
い
け
れ
ど
、
日
本
人
に
は
今
西
氏
の

誇
注
本
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
思
う
。

無
圏
黙
字
書
北
京
市
民
族
古
籍
整
理
。
責
任
編
輯
巴
徳
夫
。
序
文
任

世
鐸
。
天
津
古
籍
出
版
社
。

一
九
八
七
年
八
月
。
一
函
四
加
。
漏
文
書
名
は

吋

shと
予
知
白
怠
同
宮
、

hs二
号
、
戸

周
知
の
如
く
満
洲
文
字
に
は
無
闇

黙
{
子
と
有
圏
貼
字
(
加
圏
貼
字
)
と
が
あ
る
。
明
末
の
女
員
族
は
蒙
古
字
を
用
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ぃ
、
蒙
士
口
語
で
文
書
を
作
成
し
て
い
た
が
、
ヌ
ル
ハ
チ
は
寓
暦
二
十
七
年
(
一

五
九
九
)
、
文
臣
に
命
じ
、

蒙
古
字
を
用
い
て
満
洲
誌
を
市
潟
す
る
よ
う
に
改

め
た
。
し
か
し
o
と
u
、

k
と
E
と
h
、

t
と
d
な
ど
の
底
別
の
な
い
蒙
古
手

の
特
徴
を
も
引
き
縫
い
だ
た
め

に
、
引
一
い
惜
崎
、
誤
解
と
も
に
不
便
で
あ
っ
た
の

で
、
天
聴
六
年
三
六
三
二
)
、
こ
の
文
字
に
貼
や
園
を
加
え
て
一
音
を
区
別
す

る
方
法
を
迷
海
が
考
案
し
た
。
そ
こ
で
蒙
古
文
字
の
ま
ま
の
字
鐙
を
「
無
樹
船舶

字
」
と
い
い
、
閤
勲
を
加
え
た
文
字
を
「
有
閤
貼
{子
」
或
は
「
加
閥
貼
字
」
と

言
っ
て
い
る
。
本
書
『
無
閤
紘
字
書
』

は
無
閤
貼
{子
を
誠
む
震
の
有
盆
な
工
具

申いいで
、
洲
洲
語
の
語
換
が
十
二
字
頭
表
の
配
列
法
に
従
っ
て
書
き
並
べ
ら
れ
、

ま
ず
無
関
貼
字
を
太
宰
で
記
し
、
そ
の
左
下
に
細
字
で
、
こ
れ
に
制
制
限
す
る
有

閤
馳
{
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
τ
良
七
行
。
毎
行
三
語
乃
至
四
語
。
手
書
き
の
抄

本
の
鉛
印
本
で
あ
る
ら
し
い
が
、
原
本
が
何
慮
の
磁
本
か
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
本
書
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
木
が
次
の
書
で
あ
る
。

同
ヨ
。
担
、
』
広
『
h
h

』W白
白
』
WEbs-hHEH

恥

F沈
静
偽

-c-防御ロ
rmw白
押
印
ヲ
同
口
臼
z
z
z

r
z
m
E
0
2
H
L
3
2
2
E回
。
。
日
H件。
t
ω
門
戸
何
回
己
曲
『
ロ
目
。
同
開
ι区円防止
0
2
M

〉

-zo
刃
包
u
g
r
r
g
o
p
M
M
E
-
-
玄
O口問。
-
r
H由
g・
〈
。
。
『
唱

E
ω
nユ
玄
0
2自

ζ
。口問。
-o『
EB-
吋。
B
E
〈
・
司
2
2
n
E
E
-
-
)
ω
品
印
目

MU-

本
書
の
内
容
は

前
記
の

『
無
閥
貼
字
書
』

と
全
く
同
じ
。
本
書
は
刊
本
の
鉛
印
本
で
あ
る
ら
し

く
、
こ
ち
ら
の
方
が
見
出
語
、
相
別
府
地
諮
と
も
に
鮮
明
で
讃
み
易
い
。

h
h刊
号
ミ
Z
』『酒乱。
H

ミ
ミ
宿
泊
円
F
R・
4

〈ニ
-
s
s
m
O
N可
nrF
百円
F
P
O

E
M
2
Eロ
円
。
。
『
刃
。
H

U
宅
〕
百
円
・
円
ロ
内
田
E
ロ帥

C
日〈
2
3
q
C
E
r
n
白ロ
ι

〉

-SF円

ω
2
5
P
〈

o
-
c
g
o
z
o
-
-ロ
壬
白
E
C
P
2
2
M
F
q
-
E
2
・
5白
司
自

M・

本
惑
は
著
者
が
モ
ン
ゴ
ル
誌
の
言
語
感
的
原
則
に
関
す
る
博
士
論
文
執
筆
中
、

必
要
に
迫
ら
れ
、

Z
2
2

の

同

g
n宮
町
、

h
q
E与
吾

、

ミ

g
b
h
F
R・

必
日
町
宮
の
語
数
一
七
、
四
六
一
語
に
も
と
づ
き
、
四
筒
月
で
作
成
し
た

『
逆

引
き
満
洲
語
索
引
』
で
あ
る
。
語
尾
を
同
じ
く
す
る
語
繋
が
-
団
長
の
下
に
配
列

さ
れ
て
い
て
、

他
言
語
と
の
比
較
研
究
、

満
…訪問
文
法
の
研
究
等
の
分
肝
で
、
使

い
方
に
よ
っ
て
は
多
面
的
な
機
能
が
期
待
で
き
る
便
利
な
工
具
書
で
あ
る
。

〔洲
語
文
法
〕

満
話
語
昔
、
満
隠
語
法
(全
三
朋
)
、
劉
厚
生
編
、
東
北
師
範
大
同
学
歴
史
系

明
清
数
研
室
、
一
九
八
一
年
八
月
|
八
二
年
十
月
。
編
者
劉
厚
生
氏
は
多
年
に

わ
た
り
東
北
師
範
大
泉
で
満
洲
語
を
数
え
て
き
た
方
で
、
本
警
は
そ
の
教
材
で

あ
る
。

『
浦
語
語
昔
』
一

加、

一
六
八
頁
は
満
洲
語
の
一耳目
債
と
文
字
の
読
み
方
、

書
官
同
法
が
十
六
諜
に
わ
け
て
懇
切
丁
寧
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
尚
一語
語
法
』

は
全
二
加
で
、
第
一
加
は
十
一
課
に
分
か
れ
、
各
課
は
テ
キ
ス
ト
、
単
語
、
語

法
、
作
業
(
練
習
問
題
)
よ
り
成
り
、
こ
の
第
一
加
で
大
陸
の
文
法
の
設
明
は

終
了
し
、
関
車
な
テ
キ
ス
ト
が
讃
め
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
第
二
加
、

一
四
六
頁
は
六
課
よ
り
成
り
、
各
課
は
中
級
者
向
の
課
文
(
テ
キ
ス
ト
)
、

語

致
、
テ
キ
ス
ト
注
稗
、
語
法
(
文
法
説
明
〉
、
翻
-
誇
練
習
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
。
課
文
と
し
て
「
陥
室
銘
」

「
官
劇
論
戦
」
「
雨
康
総
督
錫
琳
題
本
」
「
英

降
奏
本
」

「
難
正
五
年
十
二
月
二
十
四
日
抄
曹
類
家
総
旨
」

「
紙
管
内
務
府
街

門
題
奏
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
本
書
が
清
代
楢
案
を
諒
解
す
る
た
め
の
質
践

的
教
科
書
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

満
語
講
本

愛
新
魔
羅
烏
位
照
春
編
者
、
-
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
-
九

八
五
年
四
月
、
木
文
二
九
四
頁
。
木
蓄
は
一
|
二
五
五
頁
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
部

分
と
、
二
五
六
|
二
九
四
頁
ま
で
の
語
奨
集
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト

は
金
二
十
謀
。
第
一
課
か
ら
第
五
課
ま
で
は
満
洲
語
の
文
宗
と
設
一音
の
解
説
。

第
六
章
以
下
の
各
課
は
、
リ
l
デ
ィ

ン
グ

・
テ
キ
ス
ト
、
曾
話
、
語
集
設
明、

文
法
解
説
お
よ
び
練
習
問
題
か
ら
な
る
。
本
書
の
テ
キ
ス
ト
は

『清
文
啓
蒙
』
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『
満
蒙
漢
合
壁
教
科
書
』
『
清
太
宗
檎
』
『
世
間
洲
貧
銭
』
か
ら
と
ら
れ
て
い

る
。
課
の
す
す
む
に
つ
れ
、
文
章
、
曾
話
と
も
に
高
度
に
な
り
、
第
十
四
課
で

は
『
満
洲
貧
銭
』
が
テ
キ
ス
ト
に
使
わ
れ
た
り
す
る
の
で
、
文
法
の
説
明
が
追

い
っ
か
な
い
と
い
う

一
面
も
あ
る
が
、
皐
習
者
の
進
度
に
あ
わ
せ
て
編
輯
し
て

あ
る
の
で、

熱
讃
す
れ
ば
高
度
な
賞
用
問
満
洲
語
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
書
に
は
徳
野
伊
勅
氏
の
翻
誇
『
漏
語
讃
本
』
北
九
州
中
図
書
底
、
一
九

八
八
年
五
月
、
二
一
二
頁
、
が
あ
る
。

満
語
語
法

愛
新
魔
羅
烏
控
熊
春
編
者
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、

-
九

八
三
年
四
月
、
本
文
五
三
八
頁
。
第
二
事
「
満
語
概
設
」
で
は
満
洲
語
の
歴
史

と
漢
遁
、
音
節
の
構
造
、
母
一
晶
一
日
と
諮
律
な
ど
が
解
説
さ
れ
る
。
第
二
章
「
詞
法
」

は
七
節
よ
り
な
り
、
ま
ず
第

一
節
で
は
満
語
の
全
語
集
を
一
、
固
有
語
集
、二、

漢
語
か
ら
の
借
用
語
奨
、
三
、

蒙
古
語
か
ら
の
借
用
語
索
、
の
三
種
の
類
型
に

分
類
し
、
例
と
な
る
語
集
を
あ
げ
て
あ
る
。
第
二
節
、
満
語
的
構
詞
で
は
、
満

語
の
間
早
語
を
構
成
形
式
か
ら
、
単
純
語
、
波
生
語
、
複
合
語
の

一一
一
種
に
分
類

し
て
あ
る
。
草
純
語
は
満
語
の
基
本
単
語
で
、
波
生
語
は
名
詞
、
動
調
、
形
容

詞
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
名
詞
か
ら
波
生
し
た
語
、
動
詞
か
ら
波
生
し
た
語
、
形

容
詞
か
ら
汲
生
し
た
語
の
合
計
九
種
類
に
分
類
し
て
あ
る
。
複
合
語
と
は
二
箇

以
上
の
単
純
語
を
連
ね
て
構
成
し
た
語
で
、
弁
列
式
、
主
従
式
、
支
配
式
の
一-一

種
に
分
類
し
て
あ
る
。
第
三
簡
は
詞
幹
、
詞
根
と
詞
綴
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
名

詞
、
形
容
詞
、
動
詞
の
各
語
あ
る
い
は
そ
の
語
幹
に
接
尾
し
て
、
或

一
定
の
意

味
を
添
え
る
接
尾
鮮
と
い
う
程
の
意
で
、
名
詞
、
形
容
調
、
動
詞
に
附
属
す
る

接
尾
僻
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
節

「満
語
詞
類
の
劃
分
」
で
は
、

満
語
を
語
法
の
特
貼
と
語
義
か
ら
、
一
、
僅
詞
類

(ω名
司
、

ω形
容
詞
、

ω

数
量
詞
、

ω代
名
詞
〉
、
二
、
動
詞
類

(ω普
通
勤
詞
、

ω助
動
詞
〉
、
三
、
間

属
詞
類

(ω副
詞
、

ω後
置
詞
、
助
連
接
調
、
川
判
官草
擬
詞
、
切
語
気
調
、
川
明
助

詞
)
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
第
五
節

「
慢
詞
」
か
ら
各
品
詞
の
説
明
と
な

り
、
名
詞
、
形
容
詞
、
数
詞
、
代
名
詞
の
各
品
詞
に
つ
い
て
詳
細
な
分
類
と
機

能
の
解
説
が
な
さ
れ
る
。
第
六
節
は
「
動
詞
類
」
で
、
そ
れ
は
付
動
調
、
同
副

動
詞
、
同
形
動
詞
と
動
名
詞
、
伺
助
動
詞
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま
ず
動
調
を
構

造
上
か
ら
固
有
動
詞
と
汲
生
動
詞
に
分
類
し
、
ま
た
詞
綴
の
努
化
か
ら
規
則
動

詞
、
不
規
則
動
詞
、
無
語
尾
出
炭
化
動
詞
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

rr
品目・

』
。
。
の
三
語
を
無
語
尾
繁
化
動
詞
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
及
物
動
詞
と
不
及
物
動
詞
の
読
明
の
後
、
動
詞
の
式
の
解
苛
か
、
過
去

時
、
現
在
時
、
終
来
時
に
分
け
て
徹
密
に
な
さ
れ
、
動
詞
の
態
の
設
明
が
こ
れ

に
つ
づ
く
。
副
動
詞
、
形
動
詞
、
動
名
詞
、
助
動
詞
と
い
う
品
調
を
設
定
し
た

の
も
著
者
の
濁
創
に
よ
る
が
、

Z
E
E
-
gロ
SEr--ω
円
曲
目

E
-
r
a
E
S
E
r
-
-

曲

Hr--
。日
r
r
r
H
日
E
・
E
-
E
F
若
島
一
同
・
弘
同
同
等
が
助
動
詞
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
。第

七
節
は
「
附
属
詞
」
で
、
付
副
詞
、
同
後
置
詞
、
国
連
接
詞
、
同
纂
擬

調
、
国
語
気
調
、
内
助
詞
(
格
助
詞
、
語
気
助
詞
)
の
そ
れ
ぞ
れ
が
詳
説
さ
れ

て
い
る
。
第
三
章
は

「
句
法
」
で
、
句
子
の
基
本
成
分
、
特
殊
成
分
、
分
類
等

が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
品
開洲
語
を
機
能
、
生
成
吠
況
、
用
法
等
の
特
貼

か
ら
詳
細
に
分
類
し
、
組
立
て
て
な
っ
た
文
法
書
で
、
著
者
の
濁
創
が
随
所
に

見
ら
れ
る
研
究
室
百
で
あ
る
。
満
洲
語
の
習
得
を
志
す
日
本
人
に
と
っ

て
は
、
必

ず
し
も
取
附
や
す
い
入
門
書
と
は
言
え
な
い
が
、
大
祭
の
皐
部
生
に
嘗
る
年
齢

で
こ
れ
だ
け
の
書
を
著
し
た
努
力
と
能
力
は
陸
自
に
値
す
る
。

潟
語
語
法

季
、
氷
海
、
劉
景
憲
、
屈
六
生
編
著
、
民
族
出
版
社
、
一
九
八

六
年
五
月
。
潟
在
前
面
的
話
徳
林
。
序
言
馬
製
良
。
本
文
五
二
八
頁
。
一

九
六

0
年
代
に
周
恩
来
総
理
は
中
央
民
族
皐
院
少
数
民
族
語
文
皐
系
に
満
詩
文

班
を
開
設
し
、
満
語
、
世
間
文
の
翻
譲
工
作
の
魚
、
漏
文
の
事
家
を
養
成
し
た
。

-141ー



562 

本
書
の
三
人
の
編
著
者
は
、
そ
の
課
程
を
卒
業
し
た
俊
秀
で
あ
る
。
木
警
は
上

編

語

昔
、
中
編
詞
法
、
下
編
句
法
の
三
縞
か
ら
な
り
、
附
録
と
し
て
、

て
尚
文
的
標
貼
符
続
、
二
、
満
悦
針
照
関
設
文
選
、
三
、
常
用
詞
象
表
が
附

け
て
あ
る
。
上
編
語
音
の
第

二
早
、
語
一耳目
と
字
母
で
は
各
字
母
と
そ
の
一音
僚

が
丁
寧
に
解
説
し
て
あ
る
の
で
、

初
心
者
に
便
利
で
あ
る
。
た
だ
洲
洲
文
字
の

活
字
が
小
さ
く
、
旦
各
字
母
が
如
何
に
一
語
録
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
の
解

説
は
な
く
、
呈
国
債
は
文
字
で
は
博
え
に
く
い
か
ら
、
思
a

習
者
は
数
師
に
つ
い
て

皐
ぶ
必
要
は
あ
ろ
う
。
第
二
章
は

「元
一音
和
諮
」
す
な
わ
ち
母
音
調
和
の
設

明
。
第
三
一章は

「
一
音
節
と
重品目」。

中
編
「
詞
法
」
の
第
一
章
は

「満
語
の
語
集
」
で
、
満
五
聞
の
語
奨
の
特
色
、

分
類
、
構
成
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
、
満
語
を
賀
詞
と
蹴
詞
に
二
大
別
し
、

賞
詞
に
は
名
詞
、
動
調
、
形
容
詞
、
代
詞
、
数
詞
、

量
詞
の
六
品
詞
が
腐
し
、

鹿
詞
に
は
副
詞
、
格
助
詞
、
連
詞
、
後
置
詞
、
語
気
詞
、
翠
擬
詞
、
感
嘆
詞
の

七
口
問
詞
が
属
す
る
と
す
る
。
助
動
詞
は
分
類
上
は
動
詞
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章

賀
詞
で
は
、
名
詞
(
付
分
類
、
同
構
成
、
回
数
、
同
格
幾
化
〉
、
動

詞
(
付
分
類
、
口
構
成
、
同
時
、
現
在
時
、
過
去
時
、
開
問
来
時
、
帥
態
、
自

動
態
、
使
動
態
、
被
動
態
、
方
向
態
、
費
動
態
、
互
動
態
、
持
績
態
、
伺
式
、

肯
定
式
、
否
定
式
、
疑
問
式
、
命
令
式
、
請
願
式
、
虚
擬
式
、
内
副
動
詞
、
伺

形
動
調
、
的
動
名
調
、
制
能
願
動
詞
、
例
助
動
調
、
間
判
断
動
詞
、
白
趨
向
動

詞
)
、
形
容
詞

(
付
分
類
、
口
級
、
白
特
貼
)
、
代
詞
(
付
分
類
、
人
稽
代
詞
、

指
示
代
詞
、
疑
問
代
詞
、
物
主
代
詞
、
指
己
代
詞
、
人
格
代
詞
的
格
、
指
示
代

詞
間
格
、
疑
問
代
詞
的
格
)
、
数
詞
と
最
詞
、
な
ど
の
詳
細
な
解
説
が
あ
り
、
第

三
章
虚
詞
で
は
、
て
副
詞
、
二
、
格
助
詞
、
三
、
連
調
、
四
、
後
置
詞
、

五
、
語
気
詞
、
六
、
常
事
擬
詞
、
七
、
感
嘆
詞
の
各
品
詞
に
つ
い
て
分
類
し
、
特

貼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

下
編
「
句
法
」
で
は
一訟
の
組
合
せ
と
造
句
の
規
則
が
研
究
さ
れ
て
お
り
、
第

一
章
で
は

「詞
組
(
語
句
の
構
成
)
」
、
第
二
章
で
は
「
句
子
と
句
子
成
分
」
、

第
三
章
で
は
「
句
子
の
類
型
」
、
第
四
章
で
は

「翠
句
と
復
句
」
が
解
説
さ
れ

て
い
る
。
附
録
と
し
て
「
尚
文
標
貼
符
続
」
の
設
明
が
あ
り
、
「
満
漢
針
照
閲

該
文
選
」
と
し
て
清
代
の
放
、
詰
命
、
議
笠
弓
奏
摺
、
題
木
、
『
尚
文
老
指
』

な
ど
か
ら
と
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
満
漢
封
照
で
記
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
「
満
語

常
用
詞
品
晶
表
」
と
し
て
二
千
三
百
徐
の
常
用
語
集
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
初
皐

者
の
皐
習
に
便
利
で
あ
る
。

速
成
自
皐
満
語
基
礎
講
義

愛
新
血
児
羅
観
生
著
、
民
族
出
版
社
、
北

京、

一
九
八
五
年
十
一
月
。
一
四
九
頁
。
全
五
十
謀
。
第
一
課
よ
り
第
十
五
課

ま
で
は
語
一
耳
目
と
文
字
の
解
説
、
第
十
六
課
か
ら
第
四
十
課
ま
で
は
口
問
詞
の
説

明
、
第
四
十
一
課
か
ら
第
五
十
課
ま
で
は
、

『清
字
一
百
傑
』
『
太
宗
文
皇
帝

大
破
明
師
子
松
山
之
戦
』
『
卒
定
朔
漢
方
略
』
な
ど
か
ら
抜
粋
し
た
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。
小
皿
山
子
な
が
ら
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
満
洲
語
の
速
成
自
習
に

適
し
て
い
る
。

錫
伯
語
口
語
研
究
李
樹
蘭
、
仲
謙
、
王
慶
盟
編
、
民
族
出
版
社
、
北

京
、
{
九
八
四
年
八
月
。
三
二
ニ
頁
。
本
書
は
「
錫
伯
語
口
語
語
法
概
要
」

(
一
|
八
二
頁
)
と

「錫
伯
語
口
語
語
索
」
の
二
編
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「錫

伯
語
口
語
語
法
概
要
」
は
李
樹
蘭
氏
の
執
筆
し
た
も
の
で
、
錫
伯
文
の
母
昔
、

子
一耳目
、一
音
節
構
造
と
草
音
、
母
音
調
和
な
ど
の
語
音
の
読
明
の
後
、

付
名
詞
、

同
形
容
詞
、
回
数
詞
、
帥
代
詞
、
伺
動
詞
、
内
副
詞
、
制
模
擬
詞
、
的
後
置

詞
、
判
連
詞
、
例
助
詞
、
出
語
気
詞
、
白
嘆
詞
の
十
二
品
詞
に
つ
い
て
の
解
説

お
よ
び
句
法
の
設
明
が
あ
る
。
本
書
の
特
色
と
有
用
性
は
李
樹
蘭
、
仲
謙
、

主
鹿
盟
氏
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
錫
伯
語
口
語
詞
奨
」
に
よ
っ
て
増
し
加

わ
る
。
こ
れ
は
新
麹
察
布
査
爾
錫
伯
自
治
豚
で
話
さ
れ
て
い
る
錫
伯
口
語
の
語
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集
集
で
、
牧
録
語
集
数
は
約
六
千
。
左
欄
に
錫
伯
口
一
語
、
中
欄
に
文
章
語
、
右

欄
に
漢
誇
が
施
さ
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
現
代
錫
伯
語
の
僻
書
は
出

版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
近
年
出
版
さ
れ
た
錫
伯
文
書
籍
を
讃
む
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
便
が
つ
き
ま
と
う
が
、
こ
の
語
奨
集
に
よ
っ
て
幾
分
か
は
助
け
が
得
ら
れ

る
。
し
か
し
近
い
将
来
本
格
的
な
現
代
錫
伯
語
僻
典
の
編
纂
が
皐
ま
れ
る。

〔論
集
〕
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『奮
満
洲
楢』

と

『満

文
老
楢
』
と
の
針
照
表

〔雑
誌
〕

満
族
文
化
満
族
協
舎

(蔓
北
市
和
卒
東
路
二
段
四
九

l
-
貌
九
横
〉
夜

行。

一
九
八

一
年
八
月
創
刊
。
各
競
約
五
O
頁。

内
容
は
論
述
、
小
品
、
満
族

語
文、

舎
務
に
分
か
れ
る
。

「論
述
」
は
満
族
の
歴
史
、
文
化
に
関
す
る
専
門

家
に
よ
る
論
説
。

「小
口問」

は
満
族
の
文
化
に
つ
い
て
の
啓
蒙
的
エ

ッ
セ
イ
。

「満
族
語
文
」
は
満
洲
語
の
専
家
に
よ
る
満
語
口
語
入
門
、
翻
誇
、
史
料
解

説
。

「舎
務
」
は
本
協
舎
が
繍
族
の
親
陵
闘
鐙
で
も
あ
る
た
め
、
舎
の
活
動
、

曾
議
の
記
録
や
禽
員
の
消
息
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

錫
伯
文
化

b
r
p
g
g

(錫
伯
文
〉
、
新
麗
人
民
出
版
社
錫
伯
文
編
輯

室
編
。

一
九
八
七
年
十
月
創
刊
。
第
二
期
は

一
九
八
八
年
五
月
出
版。

民
開
文

筆
、
詩
歌
、
散
文
、
短
篇
小
説
、
語
言
文
字
、
歴
史
資
料
等
を
枚
録
し
た
総
合

雑
誌
。満

語
研
究

黒
龍
江
省
滴
語
研
究
所
涌
語
研
究
編
輯
部
編

(恰
爾
讃
市
南
両

区
清
潰
路
二
六
競
)
、
一
九
八
五
年
創
刊
、
鈴
季
刊
。
こ
の
雑
誌
は
黒
龍
江
省

満
語
研
究
所
の
編
纂
書
で
あ
る
が
、
研
究
所
の
紀
要
で
は
な
い
。
創
刊
鋭
に
は

張
向
凌
氏
の
祝
僻
の
あ
と
、
穆
略
駿
、
法
里
春
、
季
永
海
、
修
永
功
、
関
嘉

銭
、
朝
克
、

安
俊
、
王
小
虹
、
郭
美
蘭
、
資
錫
恵
、
郭
成
康
、
奇
草
山
、
付
高

金
、
龍
志
賢
と
い
っ

た
著
名
な
満
語
研
究
者
の
論
考
が
枚
録
さ
れ
、
劉
景
憲
氏

の

「自
民
平
瀬
語
教
材
」
が
載
っ
て
い
る
。
以
下
毎
銃
着
実
に
夜
行
さ
れ
、
瓶
詰
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文
教
阜
の
研
究
と
交
流
に
寄
興
し
て
い
る
。

満
族
研
究

遼
寧
省
民
族
研
究
所
(
滋
陽
市
和
卒
大
街
四
段
十
七
鋭
〉
夜

行
。

一
九
八
五
年
創
刊
。
主
縞
金
啓
孫
。
一
九
八
七
年
よ
り
季
刊
。
毎
挽
九
六

頁
。
満
族
の
文
察
、
歴
史
、
宗
教
、
風
俗
、
文
化
、
地
理
な
ど
に
関
す
る
研
究

お
よ
び
騒
蒙
的
論
考
が
揚
載
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
世
界
で
唯
一
の
満
族
研
究

の
総
合
雑
誌
で
あ
る
。

満
族
研
究
参
考
資
料

遼
寧
省
民
族
研
究
所
夜
行
。
-
九
八
四
年
創
刊
。
不

定
期
刊
。
-
九
八
六
年
第
一
期
が
線
第
六
期
。
主
と
し
て
中
園
以
外
の
諸
園
で

夜
表
さ
れ
た
湖
族
に
関
す
る
研
究
論
文
・
著
作
等
を
翻
諜
し
、
中
園
の
研
究
者

に
提
供
す
る
た
め
に
綱
相
科
さ
れ
た
雑
誌
。
満
族
の
み
な
ら
ず
満
族
と
の
交
渉
の

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
錫
伯
、
蒙
古
、
朝
鮮
、
回
、
西
蔵
等
民
族
の
資
料
や
、
宗

教
、
民
俗
な
ど
で
満
族
と
同
語
族
、
同
風
俗
の
資
料
は
、
域
外
の
も
の
で
も
謬

出
し
編
纂
し
参
考
に
供
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
各
挽
に
は
、
日
本
、
事
湾
、
フ

ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
等
の
研
究
者
の
秀
れ
た
論
文
が
謬
出
さ
れ
て
お
り
、
中
園
人
の
み
な
ら
ず

日
本
の
研
究
者
に
も
有
盆
で
あ
る
。

遼
車
交
物

滞
陽
遼
寧
省
博
物
館
内
『
遼
寧
文
物
』
編
斡
部
編
。
筆
者
の

手
も
と
に
は
第
一

・二
期
が
飲
落
し
、
第
三
期
(
一
九
八
二
年
十
二
月
〉
、
第

四
期
(
一
九
八
三
年
二
月
〉
、
第
五
期
(
一
九
八
三
年
六
月
)
、
第
六
期
(
一

九

八
四
年
三
月
)
の
み
が
あ
る
。
遼
寧
省
博
物
館
が
『
遼
海
文
物
皐
刊
』
を
夜
行

す
る
以
前
の
愛
掘
調
査
等
の
報
告
書
で
あ
る
ら
し
い
。
第
五
、
六
期
所
牧
の
挑

義
国

「遼
寧
省
考
古
間
半
文
献
目
録
(
一
九
四
七
|
一
九
八
二
年
)
」
は
非
常
に

参
考
に
な
る
。

遠
海
文
物
事
刊
遼
寧
省
考
古
博
物
館
屋
舎
、
遼
寧
省
博
物
館
、
遼
寧
省
文

物
考
古
研
究
所
主
緋
。
『
遼
海
文
物
皐
刊
』
編
輯
部
編
。
遼
寧
省
内
の
み
な

ら
ず
東
北
各
省
内
で
出
土
し
た
考
古
遺
物
な
ら
び
に
遺
跡
に
関
す
る
調
査
報

告
、
給
査
彫
刻
、
古
建
築
物
な
ど
の
調
査
報
告
が
編
縛
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八

六
年
創
刊
。
半
年
刊
。

東
北
地
方
史
研
究

遼
寧
祉
舎
科
皐
院
歴
史
研
究
所
東
北
地
方
史
研
究
編
輯

部
、
{
九
八
四
年
創
刊
。
季
刊
。
東
北
地
方
の
近
現
代
史
、
清
史
、
民
族
史
、

考
古
典
文
物
、
経
済
史
、
歴
史
地
理
、
人
物
志
、
明
代
東
北
、
奉
系
軍
閥
史
、

人
民
十
支
叩
史
、
歴
史
地
名
史
研
究
等
に
関
す
る
多
彩
な
秀
れ
た
論
文
が
編
輯
さ

れ
て
い
る
。

東
北
史
研
究

吉
林
省
東
北
史
研
究
曾
編
。
第
一
揖
は
一

九
八
三
年
七
月
夜

行
さ
れ
、
東
北
史
の
柑
有
名
な
研
究
者
に
よ
る
二
十
四
編
の
論
文
が
校
め
ら
れ
て

い
る
。黒

龍
江
文
物
叢
刊

黒
飽
江
省
文
物
出
版
編
精
室
編
、
恰
爾
演
。
一
九
八
一

年
創
刊
、
季
刊
。
一
九
八
四
年
第
四
期
で
終
刊
。
以
後
、
『
北
方
文
物
』
と
改

稿
。
各
挽
一
一
二
頁
。
主
と
し
て
黒
龍
江
省
内
の
考
古
渡
見
、
民
族
史
論
、
地

方
史
志
、
古
跡
文
物
、
人
物
志
、
風
土
録
、
慈
文
志
、
博
物
館
、
紀
念
館
、
詩

文
な
ど
の
研
究
論
文
が
絹
綿
さ
れ
て
い
る
。

北
方
交
物
北
方
文
物
編
輯
部
編
。
一

九
八
五
年
創
刊
。
季
刊
。

『固有'龍江

文
物
叢
刊
』
が
こ
の
よ
う
に
改
稿
さ
れ
た
。
編
輯
内
容
は
『
黒
龍
江
文
物
叢

刊
』
と
ほ
ぼ
同
じ
。

博
物
館
研
究

吉
林
省
博
物
館
皐
舎

・
吉
林
省
考
古
皐
曾
主
耕
、
博
物
館
研

究
編
輯
部
編
、
長
春
。
一
九
八
二
年
十
二
月
創
刊
。
季
刊
。
主
と
し
て
吉
林
省

内
の
考
古
と
文
物
の
渡
据
調
査
の
ほ
か
、
東
北
地
方
の
地
方
史
研
究
、
高
句
麗

史
研
究
、
激
海
史
研
究
、
書
叢
鑑
賞
、
博
物
館
皐
、
鳥
類
調
査
、
自
然
史
研

究
、
博
物
館
紹
介
、
博
物
館
工
作
な
ど
の
研
究
論
文
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
考

古
患
部
門
の
み
な
ら
ず
地
方
史
そ
の
他
の
分
野
で
も
秀
れ
た
論
文
が
多
い
。
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四
平
民
族
研
究
吉
林
省
四
卒
民
族
事
務
委
員
曾
編
。
一
九
八
七
年
創
刊
。

囚
卒
は
葉
赫
部
の
本
接
で
あ
っ
た
の
で
、
創
刊
挽
に
は
、

金
基
浩

「要
重
視
瀬

族
問
題
」
、
奇
浩
木
子
「
葉
赫
部
史
初
探
」
、
伊
通
豚
設
掘
満
族
文
化
遺
産
緋
公

室

「満
族
在
伊
遁
」
、
活
史

「涌
族
家
諸
」
な
ど
、
満
族
関
係
の
論
文
が
多
い

が
、
そ
の
ほ
か
民
族
問
題
や
朝
鮮
族
関
係
の
論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
目
録
・
索
引
〕

-
九
八

世
界
満
交
交
隊
目
録

富
麗
、
中
園
民
族
古
文
字
研
究
舎
、
北
京
、

三
年
十
月
、
一
九
三
頁。

東
北
史
論
女
資
料
索
引
責
定
天
、
馬
秀
英
、
待
明
静
編
、
黒
龍
江
人
民

出
版
社
、
一
九
八
六
年
七
月
、
恰
爾
演
。
四
八
三
頁
。
総
論
、
政
治
、
軍
事
、

経
済
、
人
物
、
民
族
、
考
古
文
物
、
歴
史
地
理
、
文
化
、
宗
教
、
民
族
、
文

献
、
書
評
、
動
態
な
ど
の
部
門
別
に
、
清
末
以
来
-
九
八
四
年
に
到
る
ま
で
、

中
圏
内
で
愛
表
さ
れ
た
六
千
徐
件
の
研
究
論
文
、
報
告
な
ど
が
牧
録
さ
れ
て
い

る
総
合
的
資
料
索
引
。
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以
上
に
紹
介
し
た
清
初
瀬
文
史
料
の
ほ
か
に
も
数
多
く
の
満
族
研
究
史
料
や

論
文
が
、
思
行
本
と
し
て
、
或
は
論
文
集
、
雑
誌
に
褒
表
さ
れ
て
い
る
。
陳
佳

翠
編
者
『
涌
族
史
入
門
』
(
青
海
人
民
出
版
社
、
-
九
八
七
年
〉
は
、
小
朋

子
な
が
ら
歴
史
概
述
、
史
料
開
介
、
研
究
線
述
な
ど
の
項
目
に
満
族
史
研
究
の

基
礎
的
知
識
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
。
金
啓
孫
『
満
族
的
歴
史
奥
生
活
|

三
家
子
屯
調
査
報
告
』
(
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
〉
、
張
其
卓
『
瀬

族
在
附
岩
』
(
遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
)
、
『
満
族
関
史
』
(
中
園
少

数
民
族
関
史
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
)
、
『
瀬
族
枇
曾
歴
史
調
査
』
〈
遼

寧
人
民
出
飯
社
、
一
九
八
五
年
〉
も
瀬
族
の
歴
史
と
文
化
を
知
る
た
め
の
基
本

的
文
献
で
あ
る
。
雑
誌
論
文
の
代
表
的
な
も
の
は
、
委
路
「
満
族
研
究
論
者
編

目
」
『
滴
族
研
究
』
一
九
八
八
・
ニ
・
三
・
四
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
す

る
と
よ
い
。
王
鍾
翰
主
編
『
減
族
史
研
究
集
』
(
中
園
祉
舎
科
皐
出
版
社
、

一
九
八
八
年
)
は
、
第
一
級
の
研
究
者
に
よ
る
十
四
編
の
論
文
よ
り
な
り
、
現

在
の
中
園
に
お
け
る
満
族
史
研
究
の
到
達
貼
を
示
し
て
い
る
。
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